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首
目
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今
し
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今
ま
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に
（
見
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て
き
た
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の
意

味
で
、
見
え
て
き
た
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は
南
ア
メ
リ
カ
の
西
海
岸
に
連
な
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大

山
脈
の
ア
ン
デ
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。
真
っ
青
な
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と
雪
の
連
嶺
の
壮
大
な
景
観
を
、
た

っ
た
三
十
一
音
で
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き
る
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も
、
短
歌
の
良
さ
だ
。
二
首
目
、
介
護

時
の
優
し
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気
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い
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汲
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で
か
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雀
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で
お
ま
け
の
よ
う
に
並
ん
で
い

た
。
三
首
目
、「
生
え
抜
き
」
の
意
味
の
「
根
生
い
」
の
語
が
効
果
的
。
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■春の褒章　【藍綬褒章】　 ▼統計調査功績　地
曳和代（勝田台南）
■春の叙勲　【瑞宝小綬章】　 ▼総務省行政事務
功労　佐藤知昭（八千代台北）　 ▼財務行政事
務功労　和栗秀昭（ゆりのき台）
【瑞宝双光章】　 ▼議院速記功労　古賀桂子（八
千代台北）　 ▼気象業務功労　矢野良明（緑が
丘）　【瑞宝単光章】　 ▼経済産業業務功労　富
田有子（緑が丘）
■危険業務従事者叙勲　【瑞宝双光章】　 ▼防
衛功労　瀧岡澄雄（八千代台西）　 ▼警察功労
　政木喜義（八千代台南）、山田英俊（村上）
【瑞宝単光章】　 ▼消防功労　山口幸治（島田台） 

おめでとうございます（敬称略）

　総合型地域スポーツクラブは、子どもか
ら高齢者まで、さまざまなスポーツを愛好
する人が、初心者から上級者まで、志向・
レベルに合わせて参加できる、住民主体で
運営されるスポーツ団体です。
　「八千代みんなのBUKATSU」は、市内
で３番目の総合型地域スポーツクラブとし
て４月からスタート。バスケットボール、
バレーボール、バドミントン、テニス、フ
ットサルなどの活動や子ども向けのスポー
ツ教室の開催もしています。
　週に１回、阿蘇米本学園の
体育館で活動するバスケット
ボールは、小学生から大人ま
でが同じコートでプレー。上
級者と初心者や小中学生が均
等になるようチーム分けし、
試合形式練習をしています。
　小学５年生の女の子は「ブ
ロックされちゃうことも多い

けど、ナイッシューとかケガをしないよう
にねと声かけしてくれるし、みんな優しく
て楽しい」とコメントしました。
　代表理事の黒川太一さんはバスケットボ
ールの社会人サークルの運営中、初心者や
子ども、他種目の活動場所を求める声の高
まりを感じたことがクラブ設立のきっかけと
言います。「八千代みんなのBUKATSUは
多世代の人が多種目の活動に気軽に参加で
きます。運営の大変さがありますが、会員の
『楽しい』『ありがとう』が一番の喜びです。
スポーツを通して明るく活気ある地域づくり
をしていきたい」と黒川さんは話しました。

多世代の人が多種目の活動を気軽に

八千代みんなの B
ぶ

UK
か

AT
つ

SU

▲ 黒川さん（中央）とバスケットボールの参加者。クラブ全体では
２歳から59歳まで、約80人の会員がいます

▼黄色いワッペン　㈱みずほフィナンシャルグループ、
損害保険ジャパン㈱、明治安田生命保険（相）、第一生命
保険㈱から黄色いワッペンが新入学児童数分寄贈されま
した。新入学児童の交通安全を願って、昭和40年にスタ
ートし、今年で58年目を迎える事業です。ワッペンには、

５年３月まで有効の交通事故傷害保険が付けられていま
す　 ▼交通安全啓発下敷き　（公財）千葉県交通安全協
会連合会　 ▼ランドセルカバー　八千代交通安全協会　

▼防犯笛　日本マクドナルド㈱　 ▼サイクルリフレクタ
ー　コスモス交通安全協力会、㈱千葉興業銀行　 ▼交通
安全反射ストラップ　千葉トヨタ自動車㈱、ネッツトヨ
タ千葉㈱、㈱トヨタレンタリース新千葉

ありがとうございました

福祉センターがみんなの居場所に

ほっこり大和田がオープン
　５月１日、福祉センター１階に支会や市民団
体などが協働で運営するコミュニティスペース
「ほっこり大和田」がオープンしました。
　ほっこりは、子どもからお年寄りまで誰もが
利用できる「みんなの居場所」。おしゃべりを
したり勉強したりできるほか、日常生活の困り
ごとの相談もすることができます。サークルの
催しや学習支援団体による学習指導も行ってい
く予定です。
　ほっこりの設置は米本に続いて２か所目で、
ほっこり米本では相談をきっかけに、八千代青
年会議所が高齢者の新型コロナワクチンのネッ
ト予約の支援を行ったこともあります。
　ほっこりはみんなの居場所として、相談の場
として、地域の人や団体をつなげ、地域課題の
解決に取り組んでいきます。
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企
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ま
せ
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。
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　４月10日、八千代少年少女合唱団の創立
45周年記念定期演奏会が市民会館で開催さ
れました。今年は、昨年、一昨年と控え
ていた演劇の要素を含む振り付けつきの
演目を披露。団員は歌いながら舞台上を
移動したり、動きのあるダンスで観客た
ちを楽しませました。
45年間は「あっという間だった」とい

う指揮者の長岡利香子先生は「歌いたく
ても歌えない人がいるこんな世の中で、
たくさんの人に支えられて45周年を迎え
られたことに感謝します。」と舞台上から

話しました。
　八千代少年少女合唱団は、今月22日に市
民会館で行われるチャリティー事業のウク
ライナ支援コンサートにも参加を予定。市
の代表として歌声を響かせます。

八千代少年少女合唱団45周年
ウクライナ支援コンサートに参加も

▲

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
も
開
催
さ
れ
ま
し
た

▲ 立って歌うイメージがありますが、振り付けのついた
演目はダンスをするなど、かなり動きがあります


